
　　　　　　　　　　　　　　　　カボチャ（左：雌花、右：雄花）

 　　　  　　　                                          　 撮  影  日：令和２年８月１９日

     　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　撮影場所：秋田市　民家菜園

   生産現場情報： 営農管理システム『Ｚ－ＧＩＳ』で防除を効率化！・・・・・・・・・・Ｐ１～３

   営農支援情報：令和３年産米の作柄について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ４～５

   ご     紹     介：①秋田米フォーラム2021開催～美味しい”あきたこまち”コンテスト表彰～・・Ｐ６

                           ②「令和３年度　施肥防除合理化展示圃場試験成績検討会」を開催・・・・・Ｐ７

　　　　　　　   ③「令和３年度第１回ＴＡＣ担当者研修会」を開催・・・・・・・・・・・・Ｐ８

　　　　　　　   ④バターを無償提供しました！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ８



                          営農管理システム『Ｚ－ＧＩＳ』で防除を効率化！

１．地域無人ヘリコプター防除連絡協議会の活用事例

◆組織概要

　湯沢地域無人ヘリコプター防除連絡協議会は、湯沢市、秋田県農業共済組合雄勝支所、こまち農業協同組

合、湯沢主食集荷商業組合、土地改良区、防除区域内の各団体の代表で構成され、無人ヘリコプターによる水

稲病害虫防除を推進し農業の安定成長に寄与することを目的に設立されました。今年度は、地区内の５２２ｈ

ａ（約８，３００筆）もの水稲防除を実施しており、圃場の確認や管理等で営農管理システム「Ｚ－ＧＩＳ」

を使用しています。

◆「Ｚ－ＧＩＳ」を導入したきっかけ

　同協議会では「Ｚ－ＧＩＳ」を導入する以前も別のシステムを使い、対象圃場の確認や管理、散布作業等を

行っていました。しかし、春先にパソコンが壊れてしまい、保存していたデータが使用できなくなったことか

ら、代わりになるシステムを探していたところ、「Ｚ－ＧＩＳ」の存在を知りました。

数あるシステムの中で、「Ｚ－ＧＩＳ」を選択する決め

手となったのは「パソコン内部だけでなく、クラウド上に

もデータを保存できること」でした。この機能により、

データの破損を心配する必要が無く、離れた場所でもデー

タが共有できるため、効率の良い管理が可能になったとの

ことでした。また、管理したい項目を簡単に追加・記録で

きたり、白地図だけでなく航空写真を使用できることにも

利便性を感じているとの評価もいただきました。更に、Ｊ

Ａこまち担い手支援課の「Ｚ－ＧＩＳ」導入後の手厚いサ

ポートがあり、初年度からスムーズに運用できています。

◆現場での活用方法

同協議会では「Ｚ－ＧＩＳ」の特徴である「圃場の見える化」

と「クラウド上でのデータ共有」を対象圃場の確認や管理、散

布作業に活用しています。「圃場の見える化」については、散

布対象圃場や散布日、近隣の情報（障害物やドリフトの被害防

止等）を記録し、状況に応じて色分けをして、地図上に表示す

ることです。「クラウド上でのデータ共有」については、クラ

ウド機能によって複数の端末上でデータを共有し、圃場管理の

効率化を図っています。

「Z-GIS」の操作画面

作業の見える化を実現した圃場地図
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◆今後に向けて

　
来年度の散布面積は、今年の面積から更に１２０ｈ

ａほど拡大した約６４０ｈａになる予定です。冬期は

拡大部分の圃場登録を行い、円滑な散布作業に向けた

様々な準備を行っていくとのことでした。取材に協力

いただいた、秋田県農業共済組合雄勝支所収入保険課

奥山課長は「今後は更なる効率化を図るためにタブ

レットを活用してペーパーレス化を目指していこうと

考えている。また、圃場管理だけでなく他の業務に活

用できないか模索していきたい。」と語っていました。

２．ＪＡこまちにおける営農管理システム『Ｚ－ＧＩＳ』導入支援の取り組み

◆「Ｚ－ＧＩＳ」導入支援を始めたきっかけ

担い手への出向く活動の中で、圃場管理の必要性を感じたことをきっかけに、今年度よりＪＡとして

「Ｚ－ＧＩＳ」を導入・習得し、管内生産者への周知・導入支援を行っています。支援活動にあたっては、

ＪＡ担い手支援課 伊藤係長を中心に、新たな経営体への導入支援や導入後のサポート訪問を実施していま

す。

◆「Ｚ－ＧＩＳ」の提案内容と活用について

〇毎月担い手支援課で発行している『ＴＡＣ通信』において、

「Ｚ－ＧＩＳ」の紹介記事を掲載（令和２年７月号、令和３年

１０月号）：出向く活動を行う上で話のきっかけ作りになりま

した。

〇ＪＧＡＰ認証：圃場と施設の位置確認のために「Ｚ－ＧＩ

Ｓ」の圃場地図を使用し、管理点に適合、記録にも活用できま

した。

〇水稲・大豆等の栽培圃場管理ツール：経営体の後継者や従業

員が圃場を把握することが容易になった上、エクセルで作成し

ていた栽培記録をそのまま活用できました。

〇無人ヘリコプターの散布指示図：９０００筆を超える圃場を

登録し、「Ｚ－ＧＩＳ」の圃場地図を印刷し、現場で活用でき

ました。

『ＴＡＣ通信』令和３年１０月号：

営農管理システム「Ｚ－ＧＩＳ」の紹介

◆今後の展望

写真左から：協議会事務員 由利聡子さん、ＪＡこま

ち担い手支援課 伊藤善輝係長、農業共済組合雄勝

支所 奥山昌輝課長、協議会事務員 松田佳那子さん
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◆今後の展望

担い手支援課 伊藤係長は「今後も「Ｚ－Ｇ

ＩＳ」を活用し、担い手の生産性向上や地域

間・法人間・ＪＡ部門間の連携、事業継承に

活用することで『効率的な営農管理』を提案

していきたい。スマート農業が当たり前の時

代が来るのもすぐそこなので、「ザルビオ

フィールドマネージャー」やリモートセンシ

ング等を活用してスマート農業の活用も検討

していきたい。」と語っていました。
「Ｚ－ＧＩＳ」の導入支援を行うＪＡこまち 伊藤善輝係長
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                                               令和３年産米の作柄について

◆作柄概況

　　東北農政局は、１２月８日に令和３年産水稲の作柄を、作況指数１０２の「やや良」（農家等が

　使用しているふるい目幅ベース）と発表しました。

　 秋田県の令和３年産の作付面積（青刈り面積を含む）

は８９，８００ｈａで、前年産に比べ５００ｈａ減少し

ました。このうち子実用作付面積は８４，８００ｈａで、

前年産に比べ２，８００ｈａ減少し、更にこのうち主食

用作付面積は７１，４００ｈａで、前年産に比べ３，９

００ｈａ減少しました。水稲の１０ａ当たりの収量は５

９１ｋｇ（選別機のふるい目幅１．７０mm）で、農家

等が使用している選別機のふるい目幅（１．９０mm）

ベースの１０ａ当たりの収量では５５５ｋｇとなりまし

た。作柄表示地帯別の１０ａ当たり収量（選別機のふる

い目幅１．９０mm）は、県北が５４１ｋｇ（作況指数

「１０３」）、中央が５５１ｋｇ（作況指数「１０

２」）、県南が５６５ｋｇ（作況指数「１０２」）とな

りました。
東北農政局秋田県拠点公表資料参照

◆１等米比率

東北農政局秋田県拠点が公表した１０月３

１日現在の検査数量は、水稲うるち玄米が

２８６，６５９トン(前年同期比９３．８％)

で、１等米比率は９０．５％となりました。

２等以下に格付けされた主な理由は、着色粒

（５５．３％）、形質（２７．０％）、被害

粒（１２．９％）によるものとなっています。
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◆生育概況

４月の日平均気温は平年に比べて０．５℃高く、日照時間はかなり多かったものの、播種作業

の盛期（５０％）が４月２２日と平年並みとなりました。５月は、日平均気温が平年と比べて

０．２℃高く、日照時間は少なく、降水量は平年の１７１％と多かったが、全県の田植えの盛期

（５０％）は５月２2日とほぼ平年並みとなりました。５月下旬には低気圧等の影響により低温が

続き、一部地域で代枯れや活着不良が見られました。その後、６月中旬から８月上旬まで高温多

照で経過し、東北農政局が発表した出穂期は、盛期（５０％）が７月３１日で平年より４日早く

なりました。登熟期は、日平均気温がほぼ平年並みで、日照時間が平年比８５%と低く推移したも

のの、稲刈りの盛期（５０％）が９月２６日と平年より５日早くなりました。

◆まとめ

今年の気象は、播種から稲刈りまで気象変動が非常に大きく、水・肥培管理が大変難しい年と

なりました。こうした厳しい天候にもかかわらず、生産者の弛まない努力が実り、今年も高品

質・良食味米が収穫されました。気象変動の年が多い昨今、土づくりや深耕の確保、健苗育成、

適期田植え、栽植密度の確保、水・肥培管理などの基本技術を励行し、高品質・良食味の秋田米

生産につなげていただきたいと思います。
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　　　　　　　　　　　　秋田米フォーラム2021開催

　　　　　　　　　　～美味しい”あきたこまち”コンテスト表彰～

１２月８日、秋田米のさらなる高品質・良食味米生産とブランド確立に向けた「秋田米フォーラム２０

２１」を開催し、参加した生産者やＪＡ、県関係者など約１２０人が生産・流通・販売における意識統一

を図りました。

フォーラムでは、秋田県立大曲農業高校の生徒が「あきたこまち」に合うおにぎりの具を考案し、羽田

空港や首都圏の京急ストア、大仙市の直売所「しゅしゅえっとまるしぇ」等で販売した取り組み紹介のほ

か、ＪＡ全農あきたによる「地球温暖化に対応した肥培管理」の講習、県農業試験場による「秋田県土壌

の変遷と食味向上対策」と題した講演が行われました。

また、今年で９回目となる「美味しい”あきたこまち”コンテスト」の結果発表と表彰式も行われ、県内

１２ＪＡ及び１公社から推薦・出品された８３点の中から１２名が表彰されました。同コンテストで優秀

な成績を収めた上位５位のお米は「ザ プレミアム ファイブ」として商品化され、県内では１２月１１

日から、県外では１２月中旬から数量限定で販売されています。
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　　　「令和３年度　施肥防除合理化展示圃場試験成績検討会」を開催

　ＪＡ全農あきたは１２月１日、「令和３年度施肥防除合理化展示圃場試験成績検討会」を開催しま

した。昭和５６年から続くこの検討会は、新しい肥料や農薬の普及のほか、適切な指導により過剰な

施肥・防除を防ぎ、生産コストの削減を進めるうえで重要な検討会となっています。

　４１回目を迎える今年は、県内ＪＡ、秋田県農業試験場、秋田県病害虫防除所、肥料農薬メーカー

の担当者ら約１４０名が参加しました。

はじめに、令和３年水稲生育状況と作柄、令和３年度主要病害虫の発生状況について報告し、

秋田県農業試験場の研究員や秋田県病害虫防除所の担当者からは各試験圃場での肥料試験・農薬

試験の成績報告に対してのアドバイスをもらいました。ＪＡ全農あきたは、今後も展示圃試験の

結果を通して、県内ＪＡ、関係機関と連携し現場目線で肥料・農薬の普及活動に努めてまいりま

す。
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                             「 令和３年度第１回ＴＡＣ担当者研修会」を開催

ＪＡ全農あきたは１２月７日、ＴＡＣ（地域農業の担い手に出向くＪＡ担当者）のスキルアップと活動強

化を図るため「令和３年度第１回ＴＡＣ研修担当者研修会」を開催し、県内ＪＡから１１名が参加しました。

研修会では、ＪＡ全農が開発した営農管理システ

ム「Ｚ－ＧＩＳ」と営農計画策定支援システム「Ｚ

－ＢＦＭ」の概要や操作説明のほか、本所スマート

農業推進課と県内２ＪＡによる活用事例を共有し、

システムの実践的な利用方法を学びました。今後Ｊ

Ａ・担い手法人における効率的な圃場管理と農家所

得最大化の実現に向けた、システムの普及拡大が期

待されます。ＪＡ全農あきたは、引き続きＴＡＣ担

当者のスキルアップと活動強化を支援してまいりま

す。

本協会は今年度、秋田県内の福祉関連施設１２か所に

合計１６ケース（４８０個）の乳製品（バター）を無償

提供しています。

秋田県牛乳普及協会の木元健史事務局長（写真：右）

は「コロナ禍の長期化により牛乳・乳製品需要の低迷が

続いていますが、今後も酪農乳業界が一体となって牛

乳・乳製品の魅力を積極的にＰＲして消費拡大につなげ

ていきたい」と力強く話しました。

牛乳・乳製品贈呈の取り組みは、昨年の医療機関・福

祉施設等への牛乳の無償提供に続き、２度目となります。

バターを無償提供しました！

秋田県牛乳普及協会（事務局：ＪＡ全農あきた）は１２月８日、秋田市の母子生活支援施設「秋田婦

人ホーム」に乳製品（バター）１ケース（３０個入り）を無償提供しました。
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